
















































































たいと思 う内容について,その割合の高い順に上位 6位までに番号を記 している｡ 全体的
に,第 1位は ｢愛,自己肯定｣に関する事柄 (66.0%)であった｡ ほぼ 7割の母親が, ど
のような社会や時代においても価値あることと思 うことは,人間にとって愛情 と信頼を基
本とする思いやりや自己存在への信頼感情に関する内容であった｡第 2位 は ｢人間関係｣
に関する事柄(42.9%)である｡ 今日少子社会の中,人間関係の薄さが懸念 され,現在社会
におけるス トレスの大 きな要因ともなっている仲間との関係や親子 コ ミュニケーション,
他者理解に対する内容が示されていた｡第 3位は ｢性格 ･行動｣ に関す る事柄(32.8%)で
あり,子どもの人格形成の要素として大事な内容と親は考えていることがわか る｡ ついで
第 4位に ｢社会規則｣,第 5位に ｢礼儀 ･あいさつ｣,第 6位に ｢基本的生活習慣｣ と続い
ており,社会のルールや生活習慣の自立の形成が幼児期には大事な発達課題であることと
の関連がみられた｡他方 幼児にとっての遊びは生活そのものであり,また遊びの もっ意義
は幼児期においては大事な要因と考えがちであるが,価値意識 においての順位 は低 く ｢遊
び ･学習意欲｣に占める割合はわずか8%にすぎなかった｡ また人間にとって大事 と考え
る事柄は ｢特にない｣という母親が6.4%いた｡
表 1 幼児をもっ親の価値意識 (性別) (%)(複数回答)
男 児 女 児 計
1.愛
2.性格 ･行動
3.人 間 関 係
4.健 康
5.礼儀 ･挨拶
6.社 会 規 則
7.生 活 習 慣
8.生 命
9.生 き 方
10.自 己 確 立
ll.自然 ･環境
12.遊び･学習意欲








































反応語総数(平均) 457( 2.8) 465( 2.8) 922( 2.8)
人 数 161 165 326
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なお子どもの性別の違いによって親が考える価値内容は,上位 1-2位は共通であった
が,上位3位において,男児をもつ母親は ｢性格 ･行動｣をあげ,他方女児をもつ母親は






的には,上位第 1位, 2位ともに幼児をもつ母親と共通 した ｢愛, 自己肯定｣(82.9%),
そして ｢人間関係｣(79.0%)に関する事柄であった｡子育ての体験や世代間の相違はある
にしろ,人間にとって価値ある事柄と考える内容は共通であることが示されていた｡中で
も女子学生の ｢愛 ･自己肯定｣に関 しては, 9割の学生が,そ して ｢人間関係｣ において
も親の4割に対 し, 8割の大学生が人間関係が大事であることの認識をしめ していた｡
価値意識に関する反応語の総数は,大学生の方がより多 く平均4.1個,中でも女子学生 (4.4
個)の方が男子学生(3.4個)よりも多い｡他方幼児をもつ母親は2.8個であった｡
表 2 大学生の価値意識 (性別) (%)(複数回答)
男 子 女 子 計
1.愛
2.性格 ･行動
3.人 間 関 係
4.健 康
5.礼儀 ･挨拶
6.社 会 規 則
7.生 活 習 慣
8.生 命
9.生 き 方
10.自 己 確 立
ll.自然 ･環境
12.遊び･学習意欲























































反応語総数(平均) 252( 3.4) 780( 4.4)
人 数 74 178
後藤ヨシ子 :親の価値意識と子育て 59
表3 幼児をもつ親 と大学生の価値 意識 (%)(複数回答)
幼 児 の親 大 学 生
1.愛
2.性格 ･行動
3.人 間 関 係
4.健 康
5.礼儀 ･挨拶
6.社 会 規 則
7.生 活 習 慣
8.生 命
9.生 き 方
10.自 己 確 立
ll.自然 ･環境
12.遊び･学習意欲



























反応語総数(平均) 922( 2.8) 1,032( 4.1)
人 数 326 252
さらに幼児をもつ母親との相違は,大学生が現実に直面 している ｢生 き方｣ に関する事柄
が,どちらかといえば男子学生に,また ｢自己確立 ･自己実現｣に関する事柄は女子学生
により上位の順位にあり, しかもこれらの内容は,青年期の発達課題 とも大 きく関連 して
いる事柄であった｡また ｢遊び,学習意欲｣に関する事柄が,第 5位に示されていること
ち,大学生にとって現実的な事柄として学習への取り組み ･達成行動は,心の中に大きく









違いはあっても上位 1位 ｢愛 ･自己肯定｣, 2位 ｢人間関係｣においては,共に同 じく共通
した価値内容であった｡人生経験や世代を越えて人間にとって価値 と考える内容において
は共通に指摘できるものがあること,そして一方では ｢幼児｣および ｢青年期｣ といった
各発達段階において,現実に直面 している発達課題とも強 く関連があることが浮き彫 りに
された｡
親の価値意識は子どもに何を期待するか,子どもへの期待像,親自身の人生観,人間観
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とも深い関連があると考えている｡さらに親のもっ価値意識が日々の子育ての中で,実際
にどのように子どもに伝えられているかという課題もある｡
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